
 

解答類型 

① 正答 

２と５を解答 

２   

２と５以外を

解答 

３   

２以外と５を 

解答 

９ 

その他の解答 

０  

無解答 

反応率 15.9％ 27.1％ 20.4％ 21.0％ 15.6％ 

○ 正答率は 15.9％であった。解答類型２と３を合わせると 47％。選択肢のどちらか一

方は読み解けているが、もう一方の内容の読み解きが不十分であったと考えられる。 

○ 選択肢１の「世話」「写真」、選択肢３の「音」等の明確に書かれたわかりやすい言葉

に注目しやすい。 

○ 各選択肢の文章前段は、内容について書かれており、後段は書き方の工夫について

書かれている。片方だけあっているものを選択してしまうと誤答となってしまうた

め、内容、書き方の工夫の両方についてあっているものに着目して答えを選択する必

要がある。 

 

 

 

 

【問題の概要】 学級新聞の工夫を説明したものとして適切なものを選択する。 

【出題の趣旨】 発表の内容を理解する。 

 

小学校 第４学年 国語 １４（１）   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－A 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 
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相手や目的を意識し分かりやすく伝えるための書き方の工夫の定着を意識した指導 

<学習活動例> 〇グループで報告文を読み合い、書き表し方の工夫やよさについて交流し合う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       例 

 

 

 

 

 

 ○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

【出典】  

コバトン問題集   

4 年生 国語 

レベル６ 書くこと                  

グループで友達が書いた報告文を読み合いましょう。相手に分かり

やすく伝えるための書き方の工夫やよさを見付けましょう。 

はじめ・中・終わりを意識 

して書いてあるので読みや

すいね。  

 

 

 
文章に合った写真や絵が入れてあ 

るのが分かりやすいね。 

調べたことだけでなく、自

分が経験したことも取り入

れて書いているね。 

☆口頭で書き方の工夫や表現のよさを伝えるだけでなく、付箋に書き原稿に貼り付ける工夫も

効果的です。付箋に記入し可視化させ記録として残すことで児童が自分の文章における工夫の

よさを改めて確認し、気付くことで評価することができます。また、以下のような文章の書き

方や工夫についての指導を継続して行うことも大切です。 

     例 

 

 

 

 

 

 

読み手に呼びかけるような表現が

使われているともっと読みたくな

るね。 

<理由を表す表現> 

「なぜかというと」 

「だから～」「～からで

す。」「～のためです。」 

 

<接続する語句> 

まず、それから、 

次に、さらに、 

このようなことから、 

 

<事例の表し方> 

「例えば～」「事例を挙

げると～」「～などがそ

れに当たる」 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

主体的、対話的で

深い学びの視点 
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○ 正答率は 57.8％であった。主な誤答は、「妹に起こしてもらった」であった。「妹を

起こした」という誤答は少なく、主語と述語の関係を理解していないわけではないと

考えられる。しかし、「起こされた」と「起こしてもらった」の表現の違いがあまり身

に付いていないと考えられる。 

○ 「主語を選びましょう。」など、基本的な問題はできるが、実際の場面で主語・述語

の関係を理解し、「文の意味が変わらないように」書くという条件を捉えることが難し

いと考えられる。 

〇 主語と述語の関係を考えながら、意味が変わっていないか、２つの文を比較させる

必要がある。 

小学校 第５学年 国語 １４ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 【問題の概要】 主語と述語の関係を理解し、適切な文の形に直して書く。 

 【出題の趣旨】 文の構成を理解し、適切な形に書き換える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 正答 

「妹に起こされた」 

９ 

その他の解答 

０  

無解答 

 

 
57.8％ 38.7％ 3.5％ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－Ｂ 

○ 誤 答 分 析 

解答類型 

反応率 
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「書くこと」の学習過程で正しい主語・述語の使い方を取り上げる指導 
＜学習活動例＞①「「図書すいせん会」をしよう」で、原稿の推敲をしている時に、主語・述語の使い方を取り上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習活動例＞②普段の学校生活の中で、主語・述語の使い方について考える場面を作り、取り上げる。 

～朝の会でのスピーチ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

                                

 

 

述語→主語 

【出典】  

R2 復習シート                                                                  

４年生・国語                               

１ 言葉 

 

 

主語→述語 

ねらったのは「大造じいさん」なので、主語は「大造じいさん」です。 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

 

 

 
述語→主語 

 

図書すいせん会の原稿を推敲していて、「大造じいさん」を中心にした内容の原稿

を書いていたけれど、「残雪」を中心にした内容の原稿にする場合、この一文をど

のように直したらよいでしょう。 

「大造じいさんは、残雪をねらいました。」 

 まずは、この文の主語を探してみましょう。この文の主語は何でしょう。 

大造じいさんは、 残雪を ねらいました。 

“ねらったのは誰なのか”考えてみるとわかりやすいですね。 

そうですね。では、「残雪」を中心にした原稿内容を書きたいとき、どの

ような文末にしたらよいでしょう。 

 答え：残雪は、大造じいさんに ねらわれました。 

昨日、私は白川さんと青山さん、原田さんの４人で遊びました。しばらくすると、白川さ

んは、私を呼びました。そして、たくさんのお菓子をくれました。・・・ 

 
白川さんは、 私を 呼びました。の「呼びました。」を「呼ばれました。」

と変えて言う時、どのように文を変えたらよいでしょう。 

答え：私は、白川さんに 呼ばれました。 

☆主語・述語を入れかえる学習をして、述語に着目させましょう。さらには、「ねらわれました。」

「ねらわれてしまいました。」など、文末の違いにも着目させ、意味の変化にも気付かせるようにす

ることも大切です。 

 

○ 復 習 シ ー ト ・ コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

主体的、対話的で

深い学びの視点 
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解答類型 

① 正答 

２と４を 

解答 

２   

２と４以外

を解答 

３ 

２以外と４

を解答 

９ 

その他の 

解答 

０  

無解答 

反応率 28.1％ 9.2％ 37.3％ 15.0％ 10.3％ 

○ 正答率は 28.1％であった。資料全体を見渡したり見出し等の言葉に着目したりして、

目的に応じて資料を用いることの効果を考える力を付けることが求められる。 

○ 誤答のうち「２以外と４を解答」した割合が 37.3％と高かった。理由としては、資

料の下段にあるグラフに着目して「栄養分が多くふくまれていることが伝えられる」

というグラフの効果は読み取れたものの、見出しの言葉に着目したり資料全体を見た

りすることができていないことが考えられる。 

○ 中学年の説明的な文章の学習経験から、資料の「みそ、納豆、しょうゆ」の絵に着目

して「食品が変化していく」と考え、選択肢３を誤って選択しまった児童がいると考

えられる。 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 資料を用いることによる効果を選択する。 

【出題の趣旨】 資料を活用する。 

 

小学校 第６学年 国語 １４（２）   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル９－A 

○ 誤 答 分 析 
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効果を考えて資料を活用する「話すこと」の指導 
＜学習活動例＞ 〇地域の魅力について調べたことを友達に伝えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （資料②）    （資料①）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今日はグループの中で発表の練習をします。発表を聞く人は、話し手の

伝えたいことが準備した資料で伝わるかを考えながら聞きましょう。 

私は町の特産品、いちごの魅力

を伝えたいけど、この資料で伝

わるかな。 

〈
発
表
原
稿
の
下
書
き
の
一
部
〉 

 

こ
の
町
の
特
産
品
は
い
ち
ご
で

す
。
品
質
・
生
産
量
と
も
に
埼
玉
県

内
で
も
有
数
の
い
ち
ご
の
産
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
資
料
①
を
示
す
）「
と

ち
お
と
め
」
を
主
流
に
「
あ
き
ひ
め
」

や
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
な
ど
の
品
種
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
資
料
②
を
示

す
）
特
徴
は
な
ん
と
い
っ
て
も
見
た

目
と
味
の
よ
さ
で
す
。
赤
く
て
み
ず

み
ず
し
く
と
て
も
甘
い
の
で
、
町
内

外
の
人
か
ら
人
気
が
あ
り
…
（
以
下

略
） 

                               

 

                                

「埼玉県でも有数のいちごの産地」というのが言葉だけだと伝わらないかな。

町ごとの生産量をグラフなどで示すと、さらに分かりやすくなると思うよ。 

☆「資料を活用する」とは、説明を補足したり、伝えたいことを強調したりする場合など

に、資料を効果的に用いることです。その際、相手の立場に立った上で、目的に応じて、

どのような資料を準備し、どのように使うかを明確にすることが大切です。 

【出典】 

R１ 復習シート 

６年生・国語  

レベル８・９ 

書くこと 

                    

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

とちおとめ 

あきひめ 

紅ほっぺ 

資料②は写真なので、「赤くてみずみずしい」といういちごの

特徴がよく伝わるね。見やすくて、とてもいい資料だと思う

よ。 

＊資料の活用については、「話す

こと・聞くこと」だけでなく、

「書くこと」においても意図的

に指導することが大切です。 

                    

資料①はどんな品種が栽培されているのか確認できるね。『栽培されているいち

ごの品種』など「見出し」があると、もっと分かりやすくなるね。 
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解答類型 

① 正答 

３と５を解答 

２ 

３と５以外を

解答 

３ 

３以外と５を

解答 

９ 

その他の解答 

０ 

無解答 

反応率 18.9％ 45.3％ 12.7％ 20.9％ 2.3％ 

○ 正答率は 18.9％であった。インタビューの聞き手の言葉を丁寧に読み、一つ一つの

質問にどのような意図があるかを捉えることが求められる。 

○ 主な誤答は、２の「３と５以外を解答」であった。理由としては、選択肢５の「相手

の言葉を言い換えてたずねて、自分の理解が正しいかを確認する」ということが児童

の経験として不足しており、どの質問文が、自分の理解が正しいかを確認する文なの

かが分からなかったと考えられる。 

○ 誤った選択肢の１，２，４には、「相づちをうつ」「質問をくりかえす」「事前に調べ

た内容」といった児童に馴染みのある言葉が並んでおり、問題文のインタビュー内容

と十分に照らし合わせることなく、正答となりそうなものを、個人の経験から予想し

て選んでしまっている可能性が考えられる。 

 

 

 

 

【問題の概要】 インタビューのしかたの工夫として適切なものを選択する。 

 【出題の趣旨】 インタビューのしかたを工夫する。 

中学校 第１学年 教科名 国語 １４（１） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル１０－A 
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考えを伝え合う活動において、どのような質問の仕方が効果的かを考える指導 
 

 ○相手の考えを伝え合う活動の中で、どのような質問の仕方がより相手の伝えたいこ
とを引き出すことができたかを振り返る指導を行う。 

 ＜学習活動例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

友達と対話をして、「こんな質問をしてくれてうれしかった」 

「この質問をしたら話が広がった」と感じた質問はありましたか。

話合いを振り返りましょう。 

                               

 

                                

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 【出典】 

コバトン問題集 

話すこと・聞くこと⑥

二                     

対話の例① 

Ｂ「どうして～と思ったの？」のように、理由を聞いてくれた時は、 

くわしく説明することができてうれしかったよ。 

Ａ相手が話している時には、相づちをうつようにして、話を分かって

いるということが伝わるようにしたよ。そうすると相手も安心する

のか、たくさんのことを話してくれたような気がしたよ。 

対話の例② 

Ｂ質問する時は、どんなことを工夫して質問していたの？ 

Ａ相手が考えを言った時、「それは～～ということですか？」というよ

うに、自分が感じたことが合っているか、確認するようにしたよ。 

Ｂなるほどね。そうしてもらえると私も、言いたいことが伝わったこ

とが分かって、安心した気持ちになったよ。 

Ａさん Ｂさん 

 

友達と話をして、どんな聞き方をすれば良いか、考えることが

できましたね。分かったことを、「聞き方のポイント」としてま

とめてみましょう。 

☆ 聞き方のポイントをまとめたものは、教室に掲示するなどして、他の単元や教科でも活用でき

るようにすると良いです。質問の仕方を振り返る活動は、繰り返し行うことで、より相手の伝え

たいことを引き出すことができる質問の仕方を身に付けることにつながります。 

聞き方、話し方のポイントを小・中学校で情報交換をするなど、小・中学校で段階的な指導が

行えるように工夫することも考えられます。 
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解答類型 

① 正答 

 「決めます」と解答 

９ 

「決めてもらいました」 

「決めてもらいます」 

０  

無解答 

反応率 56.4％ 29.0％ 14.6％ 

○ 正答率は 56.4％であった。正答は「決める」という常体を「決めます」という敬体

に直すものである。問題文の「文末の表現」という言葉から「常体」「敬体」を直すこ

とを推測できる力が求められる。 

○ 主な誤答は、「勝利をつかめ」であった。理由としては「つかめ勝利を」で用いられ

ている倒置法に着目してしまったということが考えられる。また、問題文の「文末の

表現」を正しく理解できていなかったと考えられる。 

○ 無解答に関しては、問題文の意図が捉えられなかったと考えられる。授業において

日常的に「常体」「敬体」等、文末表現を意識させる指導が必要である。 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 敬体・常体の不統一を正し，より良い表現に直して書く。 

【出題の趣旨】 文を読み返し，さらにより良い文にする。 

中学校 第２学年 国語 ９（２） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル９－B 

70



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
文章の書き方・推敲における指導 
＜学習活動例＞〇表現の効果などを確かめて、より良い文章にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

                               

 

                                

【出典】 

Ｈ３０復習シート                                                                   

中学１年生・国語 

レベル７～９  

書くこと 

                               

 

 「練習は毎日大変」という文がある

けれど、この文末表現のままでいいの

かな？ 

【
橋
本
さ
ん
の
手
紙
】 

 

田
中
先
生
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
お
元

気
で
す
か
。
先
日
、
妹
か
ら
先
生
の
お
話

を
聞
き
、
懐
か
し
く
な
り
手
紙
を
書
き
ま

し
た
。 

 

私
は
中
学
校
で
テ
ニ
ス
部
に
入
り
ま
し

た
。
練
習
は
毎
日
大
変
。
し
か
し
、
そ
の

分
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。
気
が
置
け
る

仲
間
も
い
ま
す
。
私
の
目
標
は
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
県
大
会
に
出
場
し
た
い
で
す
。

今
度
、
地
区
予
選
大
会
が
あ
り
ま
す
。
… 

 

〇
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト 

 

①
仮
名
遣
い
や
漢
字
の
使
い
方 

・
仮
名
遣
い
は
正
し
い
か
。 

・
漢
字
や
送
り
仮
名
に
誤
り
は
な

い
か
。 

②
言
葉
の
意
味
や
使
い
方 

・
主
語
や
述
語
の
係
り
受
け
は
正

し
い
か
。 

③
読
む
相
手
へ
の
配
慮 

・
文
末
表
現
は
そ
ろ
っ
て
い
る

か
。（
常
体
・
敬
体
）
… 

 

 他の文は全て「～です。」や「～ます。」

と敬体の表現になっているね。そうす

ると「毎日大変です。」としたほうが良

いね。 

 小学校でも、みんなで読み合って、推敲しま

したね。小学校の先生宛ての手紙としてふさ

わしい手紙にしましょう。 

小中連携

の視点 

 「私の目標は…」の主語と述語は大

丈夫かしら…  

 ぼう線の他にも直すところがあり

そうよ。「気が置ける…」は、言葉の

意味が正しくない気がするわ。 

 今日のねらいは「表現の効果などを確かめて、より良い文章にする」です。

みなさんが書いた手紙について、小学校の先生に自分の思いが効果的に伝わる

よう「推敲のポイント」をもとに推敲してみましょう。 

 

○ 復 習 シ ー ト ・ コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

主体的、対話的で

深い学びの視点 
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解答類型 

① 正答 

 

２   

段落の 

誤答 

３   

形式不備の

誤答 

４ 

理由が 

不適切 

９ 

２３４ 

の複合 

０  

無解答 

反応率 51.4％ 6.5％ 0.8％ 26.1％ 7.9％ 6.9％ 

○ 正答率は 51.4％であった。 

○ 条件１の「二段落構成で、六行以上、九行以内で書くこと」について、「二段落」の

表記を見落としていることや、条件２・３のそれぞれの段落に指定の内容を書くとい

う、「位置」の条件について理解できないことが考えられる。 

◯ 賛否に対する理由について、理由を書くために必要な情報に注目はできているもの

の、説明が足りず不明瞭のため不可となる解答が多かった。読み取った情報を伝えた

い相手に対して的確に表現するための指導が必要である。 

 

 

 

 

 

【問題の概要】 自身の意見を資料の内容に基づきながら，二段落構成で書く。 

【出題の趣旨】 資料の内容をもとに，自身の意見を書く。 

 

中学校 第３学年 国語 １６  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 誤 答 分 析 

問題の学力のレベル 

レベル１０-Ｂ ○ 調 査 問 題 
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資料を引用して、自分の考えを分かりやすく書く「書くこと」の指導 

＜学習活動例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

                               

                                

 今回の単元では、総合的な学習の時間で学習した「環境問題」をもとに、グ

ラフや図表、写真を用いて意見文を書きます。 

 読み手に自分の考えを分かりやすく伝えるために、図表やグラフ、写真を適

切に用いるにはどうしたらよいですか？テーマが似ている人同士でグループ

を作って、書く内容の案を出し合いましょう。 

○ 復 習 シ ー ト ・コ バ ト ン 問 題 集 の 活 用 

【出典】 

Ｒ２復習シート 

中学３年生・国語 

レベル９ 

書くこと                  

 まずは、世界の温暖化がどのくらい進

行しているかを表す図表を用いたら、説

得力が増すのではないかしら？ 

 地球の平均気温のグラ

フと、海面上昇を表したグ

ラフがいいと思うよ。 

 海面が上昇して、水没の危機にある島

の写真もインパクトがあると思うわ。こ

の写真を引用すると、読み手に危機感が

伝わるのではないかな？ 

地球温暖化をテーマにしている生徒の話合い 

 グラフから、情報を適切に読み取れ

ていますか？ 割合は増えているけれ

ど、総数は減っているという場合があ

るから、注意が必要です。 

 書くときには、相手に何を伝えたい

かによって、適切な資料も変わってき

ますね。 

 僕は、地球温暖化につい

て書くつもりだけど、どん

な図表を選択したらよい

かな？ 

18年 19年 20年

地球温暖化

割
合 

総
数 

60% 

80% 
90% 
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